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「ツナガリエ d e ツナガル」段ボールツリー

▢多文化共生事業　
　・マレーシア料理教室

　    ・モンゴルワークショップ

　    ・ベトナム料理教室

▢男女共生参画事業
　・IWN(Ikeda Women’ s Network)

　　・ハローワークマザーズセミナー
　　・おしごとカフェ

　　・家事教室

　    ・パパカフェ
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ガムランの

　　
演 奏

と人形劇

INDONESIA

＋原稿

Me x i c o
メキシコ

V i e t n a m
ベトナム

I n d o n e s i a
インドネシア

祭りまつり

　ツナガリエ石橋まつり午後一のパフォーマンスは、マギカ・マメジカとティ
ダ・アパアパさんによる、インドネシアの伝統楽器ガムラン演奏とジャワ
人形劇でした。伝統人形ワヤンクリを操るのは、ジャワ島出身の人形使いナ
ナ ン さ ん。次 々 に 登 場 す る 動 物 た ち や 鬼 の 人 形 を た っ た
一人で自由自在に操りながら、コミカルなストーリーを語ってくれました。
ストーリーの展開と共に息の合ったティダ・アパアパさんの軽快で心地よい
ガムラン演奏と美しい歌声が、物語に彩を添えました。

　ホルヘさんの入れてくれる
メキシコの飲み物を飲みなが
ら、文化や習慣についてお
しゃべりを楽しみました。

　折り紙でアオザイ作りの
ワークショップとベトナムク
イズ。一緒にかわいいアオザ
イを作りました。ベトナムの
挨拶も一緒に覚えました。

　インドネシアのコーヒーと
ヒジャブ体験。初めての
ヒジャブ姿で、記念写真を
パチリ。インスタ映えする
写真が撮れました。



インド

　
舞踊

INDIA

I n d i a
インド

T a i w a n
台湾

PR グッズを
プレゼント！

大阪・関西万博

缶バッチ

クリアファイル

祭り

　去年のパフォーマンスに続き 2 回目の演舞となったセーボレーさん親子による
インド舞踊。お二人が踊るのはフラメンコの原型とも言われる最古の踊り北インド
古典舞踊カタックダンス。身に着けた小さな鈴（グングル）が激しいステップと
共に小気味の良い音色を奏で、腕や指先の繊細な動き、細やかな顔の表情で物語を
語る様は、来場者を魅了していました。去年はお母さんがソロで踊った演目を、
今年は娘さんがソロで踊るという、親子間での継承もまた見どころの一つでした。

　インドネシアのコーヒーと
ヒジャブ体験。初めての
ヒジャブ姿で、記念写真を
パチリ。インスタ映えする
写真が撮れました。

　参加者がリクエストした
切り絵を、李さんが教えて
くれました。大人も子ども
も、いろいろな切り絵にチャ
レンジしました。

　参加者は、とてもきらびやか
なインドの衣装に感激していま
した。着付けをしてもらい、
記念撮影。なかなかできない
体験に、皆さん大満足でした。
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M A L A Y S I A
C O O K I N G  C L A S S

リナさんとリナさんと

クッキング

FRI

9/6・13

V I E T N A M
C O O K I N G  C L A S S

FRI

WED

クッキ
ング

　マレーシア料理のポピュラーなメニュー
を 2 種、ナシ・レマック（ココナッツミ
ルクで風味をつけたごはんとチキンや
小魚、ローストピーナッツなどのおかず
数種類を添えたプレート）とマレーシア
独特のスパイスを使ったカレーパイを、
同国出身のリナさんに丁寧に教えてもらい
ました。料理の最中も様々な会話や笑い声
が飛び交い、最後にはおいしい料理を囲み、
終始和やかな会となりました。

　参加者は、とてもきらびやか
なインドの衣装に感激していま
した。着付けをしてもらい、
記念撮影。なかなかできない
体験に、皆さん大満足でした。

　フォンさんと一緒に、ベトナムの
ネムザン（揚げ春巻き）とバインセオ
（ベトナム風お好み焼き）を作りました。
完成した後は、参加者の皆さんと
和気あいあい、楽しくおしゃべりを
しながら、いただきました。完 成
した後は、ベトナムの習慣について
話を聞きながら、和気あいあいと、
楽しくおしゃべりをしました。



多

文

化

共

生

事

業

報

告

　　モンゴル音楽体験

MONGOL WORKSHOP
ワークショップ

モンゴル出身のエンターテイナー。
　馬頭琴や様々なモンゴルの伝統楽器の　演奏と、ホーミー（喉笛）に

精通。伝統的スタイルの音楽だけでなく , 現代とモンゴル伝統の
音楽を独自に融合させた歌と演奏のパフォーマンスをモンゴル国内各地
で行っています。

講師　AGULA講師　AGULA

SAT

10/5

　モンゴルで活躍中のアーティストアグ
ラさんが来日。日本では珍しいモンゴル
の伝統楽器、馬頭琴や笛の紹介を
はじめ、数々の伝統的な曲の演奏や、
ホーミーという一人で 2 種類の声（低い
声と高い声）を同時に出すモンゴル民謡
特有の倍音唱法を披露いただきました。
参加者は音楽鑑賞のほか、楽器に実際に
挑戦したり、歌ったり、と貴重なワーク
ショップになりました。
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I  W  N 最終回10/30
SAT

チャレンジ宣言瀧澤市長へのプレゼンテーション チャレンジ宣言

あなたらしい一歩を踏み出そう！
・・・・・・

Ikeda Women’s Network

　事前に提出をお願いしていたチャレンジ計画書は、子育て支援、教育、まちの活性化のための事業、居場所
づくり事業など、分野は多様でしたが、全てに皆さんの熱い思いが溢れていました。
　この計画を３分で話すのは難しいのではないかと思っていましたが、プログラムの中で学んだことを生かし、内容や話
し方を工夫されていて、とても分かりやすいプレゼンになっており、一人ひとりに熱い拍手が送られました
　プログラム終了後には、全５回の日程を一緒に頑張ってきた参加者の皆さんで、交流会が開催されました。タイトル
どおり、人と人がつながっていく場となったのではないでしょうか。
　素晴らしいチャレンジ計画ばかりでしたので、コメンテーターの皆さんからも、ぜひ皆さんに実現していただきたいと
いう声が寄せられました。今後の皆さんの活動もとても楽しみにしております。皆さん、大変お疲れ様でした！

　１１月３０日（土）に IWN が
最終回を迎えました。
　これまでの４回のプログラム
を通して、それぞれの思いを
カタチにする準備をしてきま
した。この日はその集大成と
して、１人３分のプレゼンテー
ションという形で「チャレンジ
宣言」をしました。
　最初に、全５回のファシリテー
ターを務めた小安さんからプレ
ゼンのコツを伝授していただき、
３人グループでお互いのプレ
ゼンを聴きフィードバックし
合いました。その後、瀧澤市長、
市民活動部長、そして浜田敬子
さんをコメンテーターに迎え、
１人ずつプレゼンを行いました。



10/18
FRI

おしごとカフェ

宣言！これからの私らしい働き方

啓発事業

池田市ダイバーシティセンター×ハローワーク

ハローワークマサーズセミナー
家庭と仕事の両立応援セミナー in 池田市

再就職の準備

心構え

IDC 家事教室「おいしくおしゃれにいきいきと」

ボタン付け、スナップ付けに挑戦

パパスクール
余白を生み出すチームわが家の創り方
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12/14
SAT

11/22
FRI

1１/11
MON

　講師の藤田先生から裁縫の基本、糸通し、玉結び、玉留め
の方法について習い、ボタン付け・スナップ付けに挑戦しま
した。サクサクと進めていける人もいれば、苦戦してる人も
いましたが、皆さん楽しんで進めていました。自身で部品を
布でくるんでくるみボタンをつくると「はまりそう」との声も。
普段なかなか裁縫道具に触れない参加者の皆さんも、家でも
やってみようかなと思えるいい機会になったのではない
でしょうか。

　プレパパ、パパさんたちが参加し、家族が
チームになるために「チームわが家」を
つくるためのポイントなどについて学び
ました。講義とグループワークを交え、
ご自身の家族を紹介しながら「チーム
わが家」について考えました。グループ
ワークではお子さんを囲みながら話し
合うなど、終始なごやかな雰囲気で行われ
ました。

　家庭と仕事の両立をめざして再就職
する場合の準備や心構え等について、
ハローワークプラザ千里・マザーズ
コーナー担当の日野さんにお話しして
いただきました。スキルアップの方法
だけでなく、社会保険の基礎知識につい
て分かりやすく説明を聞くことができ、
今さら聞きづらいことや、知りたかった
ことを知ることができたという声があり
ました。

　「宣言！これからの私らしい働き方」と題して、アロマ
を取り入れてリラックスした雰囲気の中でこれからの
わたしについて考えました。講師や参加者同士でじっ
くり話し合いながら、自分らしく生きるためには、まず
自分を大切に向き合うことが重要だと実感し、少人数
ならではの良さを実感する講座となりました。
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I DCの事業ご案内
　女性相談、外国人相談、日本語教室、子ども日本語教室のほか、様々なセミナーやイベント、出前講座を実施しています。
詳しくは市のホームページや広報誌、ダイバーシティセンターフェイスブックを見てください。

多 文 化 共 生 事 業 男 女 共 同 参 画 事 業
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